
環境生態工学研究所

松島湾SDGs
（探そう　誰もが　Go!!する社会）

 宮城県松島町活動地域

イベント年間参加者数 2,234 人 

アマモ移植株数 340 株

今年度計画の達成度 73 ％

全体計画の達成度 40 ％
活動内容と成果
松島湾全域の藻場分布調査の結果、アマモ場は震災
前の15％の回復にとどまっていた。水族館スタッフ
の協力の下、伝統漁法を用いた生物調査を実施し、指
標生物のサンゴタツを確認した。福浦橋での観光客
を対象とした底質改善イベントでは、2,234人の方に
協力いただいた。松島パークフェスティバルでは、ポ
スターの展示場所等をご提供いただいた。旅行会社
からの問い合わせで修学旅行生を対象とした環境教
育プログラムの試作やパンフレットの作成に協力し
た。テレビ撮影にも協力し、今後の情報発信の場とし
て発展が見込まれる。課　題

松島湾の『藻場造成活動の定着、さらなる活発化と継
続化』と、幅広い視野を持って活躍できる『人材育成
と社会システムの構築』。

目　標
多様な参加者の協力の下に、造成した藻場が維持さ
れ、地元で愛されるプロジェクトが確立し、これに参
加する新たな担い手が50人増え、母体組織が構築さ
れる。 〒984-0051

宮城県仙台市若林区新寺
1-5-26-104
電話：022-293-2281
E-mail：e-tec@world.ocn.ne.jp
HP：http://www.e-tec.server-shared.com/

福浦橋での底質改善イベント（砂団子投入）福浦橋での底質改善イベント（砂団子投入）

松島パークフェスティバルへの松島パークフェスティバルへの
企画参加企画参加

松島での教育旅行の中で環境学習プログラムの作成・講師の派遣依頼、松島湾内
のTV取材・撮影協力依頼等があり、「環境教育」を中心とした広がりと、今後の情
報発信の場として発展が見込まれる。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
大学生との活動に関しては、新型コ
ロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため、大学の規定により報告会の
開催や共同作業を実施できなかった。

■工夫した点
活動に関わる団体が多様になってき
たため、会員を中心とした小委員会
もつくり、行程確認と情報交換をこ
まめに行うようにした。
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